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週明けの米国株式市場の下落について

週明け24日、新型コロナウイルス問題の影響で、世界景気減速が避けられないとの見方が再び強まりました。
事態の早期収束を期待しますが、世界のサプライチェーンにも影響が出始めているため、海外でビジネス展開をする大
型企業の方が、米国内向けにビジネス展開をする中小型企業より相対的に悪影響を受けやすいとみています。

週明けのNY市場は大きく下落

今後の見通し

 新型コロナウイルスの急速な感染拡大は、世界経済（米
国経済）にとっても短期的にはマイナス要因となっています。
ただし、3ヵ月程度の短い期間で収束すれば、株式市場へ
の影響が軽微なものになる可能性はあると考えます。

 米国中小型株式は、米国内でのビジネスを中心とする内
需企業が多く、2002年11月から2003年にかけて流行し
たSARSのケースと同様に、大型企業よりも影響は軽微で、
株価回復も早い可能性があるとみています。

 SARSの際には、約4ヵ月間でS&P500種株価指数は最
大で▲14.2％、Russell2500グロース指数も最大で
▲15.5％下落しましたが、約2ヵ月程で下落前の水準を
回復しました（日本株より早い回復でした）。

（期間：2002年11月末～2003年7月末）

SARS流行時の株価指数の推移

出所：Factsetデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成 （年/月）

※2002年11月末の値を100として指数化

下落局面
（約4カ月）

SARSの影響等で下落

回復局面
（約2カ月）
日本株より早く回復

（指数値）

（月/日）

2020年初来の株価指数の推移
（指数値） （期間：2019年12月末～2020年2月24日、日次）

出所：Factsetデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成

 週明け24日の米国株式市場は、新型コロナウイルスの感
染拡大による世界経済への影響懸念から、大型株式で構
成されるS&P500種株価指数が先週末21日比で3.4％
の下落、中小型成長株式で構成されるRussell2500グ
ロース指数は2.9％の下落となりました。S&P500種株価
指数の下落率は、2018年2月以来過去3番目の大きさと
なっています。

 韓国やイタリアでも感染拡大が報じられたことで、世界のサ
プライチェーンへの悪影響は避けられず、世界経済の減速
懸念が強まりました。短期的には世界的な株安、リスクオフ
の流れとなる可能性があり、今後の動向を注視する必要が
あります。

（指数値）

24日の米国株式は下落
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